
ロシア・ピアノ音楽の金字塔、

ショスタコーヴィチの《24の前奏曲とフーガ》。
不屈の作曲家、没後50年のメモリアルに

鬼才メルニコフが捧げる、渾身のオマージュ！

＊休憩2回。終演は20時15分
　ごろを予定しています。
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全席指定
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17:00開演

pianoアレクサンドル・メルニコフ

ショスタコーヴィチ：24の前奏曲とフーガ Op.87
Shostakovich: 24 Preludes and Fugues Op.87
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pianoアレクサンドル・メルニコフ
　ショスタコーヴィチが亡くなって50年が経った。未だにその全貌が
明かされたとは言い難い、奥深く魅惑の作曲家だ。ソ連という過酷な
社会状況、20世紀という時代が孕む芸術家と社会との軋轢の中で、
あたかも血を流すかのように書かれた多くの作品が、いまの我々の心
にどう響くのか、21世紀を生きる我々自身が演奏家共々問われている
と常に感じさせる作曲家だ。
　彼の作品の中でも実演の機会が極めて少ないながら決して素通り
できない金字塔、偉大なピアニストを多数輩出したロシアのピアノ音
楽の最高傑作と呼んでもいいのが、今回取り上げる《24の前奏曲と
フーガ》。何しろ全曲を演奏すると2時間40分ほどかかる！ 家でゆっ
くり聴くのにこそ適しているのではないか？と言われればそれまで
だが、いまの時代、家でこれを手にするのにもかなりの勇気がいる。
そんな中ここトッパンホールでのライヴでの体験は得難いものになる
だろうと、秘かに2005年頃から想いを温め、ずっと誰に頼むか考え続
けていたが、メモリアルイヤーでもある今年、遂にメルニコフに託す
ことにした。
　第二次大戦後の戦勝ムードに沸くソ連にあって、決して居心地のよ
い思いをしていなかったであろうショスタコーヴィチが、ライプツィ
ヒのJ.S.バッハ没後200年祭に出席し、自身の高い志とバッハへの深
い愛が、堰を切ったかのように溢れ出し、その想いを一気呵成に書き

綴った超大作、それがこの曲集だ。その規模は、トルストイやドス
トエフスキーの小説やタルコフスキーの映画に通じる壮大さを持
ち、ロシア芸術ならではの独特の深遠な魅力を放つ。その一方で、
自身のオラトリオ《森の歌》をはじめロシア民謡やロシアゆかりの
題材も様々に活用し、当局の目をかい潜りながら、精神の深いとこ
ろで西洋文化や芸術と融合する、彼一流の抜け目のなさも健在。
そんな作品は、ソ連当局からは不当に低い評価を受けながらも、ロ
シアの偉大なピアニスト達に支持され積極的に演奏され続けた。初
演者でもあるT.ニコラーエワの深いシンパシーと愛に満ちた演奏
や、リヒテルの壮大で深遠な演奏など記憶に残る様々な解釈・表
現が数多く存在する中、その系譜を引き継ぐかのようにロシアに生
まれ、いまのヨーロッパに生きるメルニコフは、早くからこの大作
をしっかりと自身のレパートリーの中核に位置づけ持ち続けてい
る。盲目的に伝統に従うでもなく、時代のうねりにのみこまれるので
もなく、まさに21世紀に生きるひとりのアーティストとして、この傑
作に対峙し、現代にふさわしい新鮮な表情と伝統との融合の上に、
作品を再創造してくれるに違いない。「この作品なら喜んで弾くよ」
と言っていたメルニコフとショスタコーヴィチ、二人の芸術家の真の
姿を際立たせる機会が、6月末ここトッパンホールにやってくる。

プログラミング・ディレクター　西巻正史
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